
卒業時 4年次終了時 基礎的

資質の到達レベル 4 3 2 1

１．プロフェッ
ショナリズム

【DP】
• 薬剤師としての責務を自覚し、
強い責任感と倫理観を持って、患
者や地域住民に医療を提供でき
る。

医療現場において、もてる知識を
統合し、学生薬剤師として相応し
い責任感と倫理観をもって患者や
医療関係者と接し、患者や地域住
民に医療を提供できる。

模擬的な医療環境において、医療
のプロフェッショナルを目指す学
生としての責任感と倫理観を持
ち、薬剤師としての責務を認識し
て医療の提供をシミュレートでき
る。

医療のプロフェッショナルを目指
す学生として薬剤師の責務を認識
し、責任感と倫理観を持って行動
できる。

医療のプロフェッショナルを目指
す学生としての責任感と倫理観を
知り、医療系学生として相応しい
行動ができる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

２．コミュニケー
ション能力

【DP】
• 多様な背景を持つ人々と良好な
人間関係を築くことができる。
• 患者や地域住民、医療関係者な
どとの間で、必要な情報の収集・
提供を適切に行うことができる。

医療現場や社会において、患者・
家族や地域住民、医療関係者など
多様な背景を持つ人々と良好な人
間関係を築き、相手の話を傾聴し
共感的理解を示しながら（ナラ
ティブ）、必要な情報の収集・共
有・提供を適切に行うことができ
る。

模擬的な医療環境において、患
者・家族や地域住民、医療関係者
など多様な背景を持つ人々と良好
な人間関係を築き、相手の話を傾
聴し共感的理解を示しながら（ナ
ラティブ）、必要な情報の収集・
共有・提供を行うことができる。

模擬的な医療環境において、患
者・家族や地域住民、医療関係者
など多様な背景を持つ人々との良
好な人間関係の構築を目指し、相
手の話を傾聴しながら、必要な情
報の収集・提供を行うことができ
る。

学生生活・カリキュラムにおいて
多様な背景を持つ人々との良好な
人間関係の構築を目指し、相手の
話を傾聴し、わかりやすく情報を
伝えることができる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

３．患者中心の
チーム医療

【DP】
• 医療を共に担う多職種の職能を
相互に理解・尊重し、患者に関わ
る情報を共有できる。
• 多職種と連携・協力しながら薬
剤師の専門性を発揮し、患者中心
の医療を実践できる。

医療現場において、多職種と連
携・協力しながら患者に関わる情
報を共有し、薬剤師の専門性を発
揮して、患者中心のチーム医療を
実践できる。

模擬的な医療環境において、他学
部の学生と連携・協力しながら患
者に関わる情報を共有し、薬剤師
の専門性を発揮して、患者中心の
チーム医療をシミュレートでき
る。

学生生活・カリキュラムにおい
て、他学部の学生と連携・協力し
た上で、医療を共に担う多職種の
職能を理解し、グループワークに
おいては患者に関わる情報を共有
し、薬剤師の専門性を意識しなが
らチーム医療をシミュレートでき
る。

学生生活・カリキュラムにおい
て、医療を共に担う多職種の職能
を知り、他学部の学生と連携・協
力できる。。

資質の到達レベル 4 3 2 1

４　専門的実践能
力

【DP】
４－１　医薬品の調製、管理、供
給•医薬品の多様な特性と法的規
制を理解し、医薬品の調製、管
理、供給を適切に実施できる

医薬品の多様な特性と法的規制を
理解したうえで、医療現場におい
て医薬品の調製、管理、供給を適
切に実施できる。

医薬品の多様な特性と法的規制を
理解したうえで、模擬的な医療環
境において医薬品の調製、管理、
供給をシミュレートできる。

医薬品・化学物質の多様な特性と
生体との相互作用を理解し、代表
的な医薬品を法的規制のもとに適
切に取り扱うことができる。

医薬品・化学物質の代表的な特性
や生体に関する基本的事項を理解
する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

４　専門的実践能
力

【DP】
４－２　薬物治療の計画・実践・
評価 • 患者の病態とともに患者・
家族の 心理・社会的な背景を把握
した上で、科学的な根拠と医薬品
の特性に基づいて、安心・安全な
薬物治療を実践できる。

医療現場において、患者・家族の
心理・社会的な背景に配慮しつ
つ、病態を把握したうえで、科学
的な根拠をもった安心・安全な薬
物治療を評価・計画・実践でき
る。

模擬的な医療環境において、患
者・家族の心理・社会的な背景に
配慮しつつ、病態を把握したうえ
で、科学的な根拠をもった安心・
安全な薬物治療の評価および計画
をシミュレートできる。

与えられた模擬の患者情報に基づ
いて、病態を把握し、科学的な根
拠に基づいた適切な薬物治療の計
画を立案できる。

代表的な疾患の病態を理解し、薬
物治療を実施するための基本的事
項を理解する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

５　社会的貢献

地域の保健・医療・福祉にかかわ
る社会的背景を把握し、薬剤師の
役割（プライマリケア、セルフメ
ディケーション支援、在宅医療
等）を実践して、地域における
人々の疾病予防、健康回復・維
持・増進と地域の公衆衛生の向上
に貢献できる。

地域の保健・医療・福祉にかかわ
る社会的背景を把握し、薬剤師の
役割（プライマリケア、セルフメ
ディケーション支援、在宅医療
等）を実践して、地域住民の疾病
予防、健康回復・維持・増進と地
域の公衆衛生の向上に貢献でき
る。

模擬的な環境において、地域の保
健・医療・福祉にかかわる社会的
背景を把握し、薬剤師の役割（プ
ライマリケア、セルフメ ディケー
ション支援、在宅医療等）をシ
ミュレートできる。

地域の保健、医療、福祉につい
て、現状と課題を認識し、地域住
民の疾病予防、健康回復・維持・
増進と地域の公衆衛生の向上にお
ける薬剤師の役割と意義を理解す
る。

地域の保健、医療、福祉について
現状を理解し、薬剤師に求められ
る資質・能力を認識する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

６　薬学研究と自
己研鑽

【DP】
 ・医療・薬学に関わる研究課題に
取り組む科学的探求心を有する。
 • 論理的、批判的な視点から医
療・薬学に関わる問題を発見し、
解決するための方策を提示でき
る。
• 最新の知識や技能、必要な情報
を、国際的視野に立脚して生涯に
わたって獲得する意欲と態度を有
する。

・医療・薬学に関わる問題を自ら
発見し、最新の知識や技能、必要
な情報を活用して 論理的、批判的
な視点から解決するための方策を
習慣的に提示する。
・医療現場において、薬剤師の責
務を認識した上で自ら目標を定
め、実施内容を省察し、次の行動
目標へ反映することができる。

・最新の知識や技能、必要な情報
を修得する技能を身につけ、与え
られた課題における問題点に対し
て論理的、批判的な視点から解決
するための方策を討議し、自らの
考えとして文章にまとめることが
できる。
・模擬的な医療環境において、薬
剤師の責務を認識し、自ら目標を
定めて実施内容を省察し、次の行
動目標へ反映することができる。

・研究倫理と統計の知識を修得
し、基本的な研究手法と理論を修
得するとともに、提示された課題
について討議・発表する。
・薬剤師の責務を理解し、自ら医
療のプロフェッショナルを目指す
上での目標を考え、自己省察でき
る。

・基本的な研究手法と理論を理解
し、提示された課題について調べ
る。
・医療のプロフェッショナルを目
指す学生として、目標を持って学
生生活に取り組み、その行動を自
己省察できる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

7　アイデンティ
ティー

【DP】
 昭和大学の伝統を重んじ、その名
誉を高めるために全力を尽くす。

医療現場・社会とのかかわりにお
いて、自己省察に基づいた目標を
立て、倫理的に配慮した行動を常
に自ら実践することで建学の精神
（至誠一貫）を体現する。

模擬的な医療環境において、倫理
的に配慮した行動をとり、建学の
精神（至誠一貫）の観点から自己
省察を繰り返し、その実現に向け
て真心をもって全力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）に基づ
き、自己と他者の違いを理解し、
他学部・他学年とのかかわり等に
おける自己目標を立て、その実現
に向けて真心をもって全力を尽く
す。

建学の精神（至誠一貫）を理解
し、友人との関わり等における自
己目標を立て、その実現に向けて
真心をもって全力を尽くす。



卒業時 4年次終了時 基礎的

資質の到達レベル 4 3 2 1

１．プロフェッ
ショナリズム

【DP】
• 薬剤師としての責務を自覚
し、強い責任感と倫理観を持っ
て、患者や地域住民に医療を提供
できる。

【CP】
薬剤師としての責務を認識し、倫理観を醸
成するための授業科目（医療現場での体験
実習を含む）を1年次から各学年で開講す
る。特に法規・規範を理解するための授業
科目は2年次から開講する。授業で培った責
務と倫理観をもって人間性豊かな医療を実
践する態度を身につけるため、4年次後期か
ら附属病院および薬局において参加・実践
型の実務実習を行う。知識に関する評価は
筆記・口頭試験、態度を加えた評価はポー
トフォリオ、レポート、ルーブリック等を
用い、成長過程も合わせて評価する。

医療現場において、もてる知識
を統合し、学生薬剤師として相応
しい責任感と倫理観をもって患者
や医療関係者と接し、患者や地
域住民に医療を提供できる。

模擬的な医療環境において 、医
療のプロフェッショナルを目指す
学生としての責任感と倫理観を持
ち、薬剤師としての責務を認識し
て医療の提供をシミュレートで
きる。

医療のプロフェッショナルを目指
す学生として薬剤師の責務を認
識し、責任感と倫理観を持って
行動できる。

医療のプロフェッショナルを目指
す学生としての責任感と倫理観を
知り、医療系学生として相応しい
行動ができる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

２．コミュニケー
ション能力

【DP】
• 多様な背景を持つ人々と良好
な人間関係を築くことができる。
• 患者や地域住民、医療関係者
などとの間で、必要な情報の収
集・提供を適切に行うことができ
る。

【CP】
１年次は寮生活、初年次体験実習（在宅・
福祉施設訪問等 を含む）、学部連携科目な
どを通して多様な背景を持つ 人々と良好な
人間関係を構築する。2年次からは、医療人
として患者・家族、医療スタッフなどと適
切に対応し、情報 の収集・提供能力を修得
するために、コミュニケーション演 習、
PBLチュートリアルなどの授業科目におい
て参加型学修（模擬患者を対象としたロー
ルプレイ実習を含む）を行う。 4年次後期
からは、附属病院の病棟や薬局・在宅で患
者や家族との面談・指導および他学部学
生、多職種との連携を実践する多様な実務
実習を行う。 これらの評価は、レポート、
ポートフォリオ、ルーブリック等を用い、
成長過程も合わせて評価する。

医療現場や社会において 、患
者・家族や地域住民、医療関係者
など多様な背景を持つ人々と良好
な人間関係を築き、相手の話を傾
聴し共感的理解を示しながら（ナ
ラティブ）、必要な情報の収集・
共有・提供を適切に行うことが
できる。

模擬的な医療環境において、患
者・家族や地域住民、医療関係者
など多様な背景を持つ人々と良好
な人間関係を築き、相手の話を
傾聴し共感的理解を示しながら
（ナラティブ）、必要な情報の
収集・共有・提供を行うことがで
きる。

模擬的な医療環境において 、患
者・家族や地域住民、医療関係
者など多様な背景を持つ人々との
良好な人間関係の構築を目指し、
相手の話を傾聴しながら、必要
な情報の収集・提供を行うこと
ができる。

学生生活・カリキュラムにおいて
多様な背景を持つ人々との良好な
人間関係の構築を目指し、相手の
話を傾聴し、わかりやすく情報を
伝えることができる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

３．患者中心の
チーム医療

【DP】
• 医療を共に担う多職種の職能
を相互に理解・尊重し、患者に関
わる情報を共有できる。
• 多職種と連携・協力しながら
薬剤師の専門性を発揮し、患者中
心の医療を実践できる。

【CP】
体系的な学部連携カリキュラムを全学年で
構築する。１年 次はチーム医療の基本を理
解し、学生間の連携・協力の基盤を身に付
けるために、寮生活のもと、多様な学部連
携科目を開講する。２～４年次は、多職種
間の相互理解と連携・ 協力をもとに、チー
ム医療を実施するシミュレーションとし
て、累進的に構成された学部連携PBL
チュートリアルを各学年で開講する。4年次
末～6年次には、患者中心のチー ム医療
を、医療現場で実践する能力を身に付ける
ため、附属病院・地域での実務実習・学部
連携実習を行う。 チーム医療に求められる
知識、技能、態度の評価はポートフォリ
オ、レポート、ルーブリック等を用い、成
長の過程も合わせて評価する。

医療現場において、多職種と連
携・協力しながら患者に関わる
情報を共有し、薬剤師の専門性
を発揮して、患者中心のチーム
医療を実践できる。

模擬的な医療環境において 、他
学部の学生と連携・協力しながら
患者に関わる情報を共有し、薬剤
師の専門性を発揮して、患者中
心のチーム医療をシミュレート
できる。

学生生活・カリキュラムにおい
て、他学部の学生と連携・協力
した上で、医療を共に担う多職種
の職能を理解し、グループワーク
においては患者に関わる情報を共
有し、薬剤師の専門性を意識し
ながらチーム医療をシミュレー
トできる。

学生生活・カリキュラムにおい
て、医療を共に担う多職種の職能
を知り、他学部の学生と連携・協
力できる。。

資質の到達レベル 4 3 2 1

４　専門的実践能
力

【DP】
４－１　医薬品の調製、管理、供
給•医薬品の多様な特性と法的規
制を理解し、医薬品の調製、管
理、供給を適切に実施できる

【CP】
医薬品の多様な特性を理解するために、1年
次より薬学の基礎知識を学び、学年進行に
応じて医療への応用が修得できるよう、体
系的かつ段階的に講義・演習・実習を構築
する。医薬品に関わる法規制を理解するた
めの科目は2年次より、医療現場で医薬品の
調製、管理、供給を適切に実践するために
必要な知識、技能、態度を修得するための
講義と実習は3年次より開講する。これらの
授業で身につけた能力を薬学共用試験
（CBT,OSCE）で評価したのち、4年次末
から附属病院と薬局で実務実習を行う。 こ
れらの評価には、筆記試験、口頭試験、レ
ポート、ポートフォリオ、ルーブリック等
を用い、成長の過程も合わせて評価する。
なお、知識レベルについては学年末の進級
試験や卒業試験により総括的評価を行う。

医薬品の多様な特性と法的規制を
理解したうえで、医療現場にお
いて医薬品の調製、管理、供給を
適切に実施できる。

医薬品の多様な特性と法的規制を
理解したうえで、模擬的な医療
環境において医薬品の調製、管
理、供給をシミュレートでき
る。

医薬品・化学物質の多様な特性と
生体との相互作用を理解し、代表
的な医薬品を法的規制のもとに適
切に取り扱うことができる。

医薬品・化学物質の代表的な特性
や生体に関する基本的事項を理解
する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

４　専門的実践能
力

【DP】
４－２　薬物治療の計画・実践・
評価 • 患者の病態とともに患
者・家族の 心理・社会的な背景
を把握した上で、科学的な根拠と
医薬品の特性に基づいて、安心・
安全な薬物治療を実践できる。

【CP】
薬物治療に必要な基本的知識を修得する科
目は主として1～3年次に開講し、4～6年
次には科学的な根拠に基づいた思考力や判
断力、薬物治療の実践力を涵養するための
授業科目を配置する。2年～4年次の「薬と
疾病」、「PBL チュートリアル」では、医
薬品の特性と科学的根拠に基づいた安心・
安全な薬物治療を実践する能力の基盤を作
る。4年次以降の実務実習（附属病院17週
間、薬局11週間）では患者・家族の心理・
社会的な背景を把握した上で薬物治療を実
践するための学修を行い、5年次からのクリ
ニカルクラークシップでは主体的に実践す
る。臨床における問題発見・解決能力を醸
成するために、自己主導型学修をサポート
し、省察と適切なフィードバックによって
継続的な成長を促す。 これらの評価には、
筆記試験、口頭試験、ポートフォリオ、 レ
ポート、ルーブリック等を用い、成長の過
程も合わせて評価する。なお、知識レベル
については学年末の進級試験や卒業試験に
より総括的評価を行う。

医療現場において、患者・家族
の心理・社会的な背景に配慮しつ
つ、病態を把握したうえで、科学
的な根拠をもった安心・安全な薬
物治療を評価・計画・実践でき
る。

模擬的な医療環境において、患
者・家族の心理・社会的な背景
に配慮しつつ、病態を把握した
うえで、科学的な根拠をもった安
心・安全な薬物治療の評価およ
び計画をシミュレートできる。

与えられた模擬の患者情報に基づ
いて、病態を把握し、科学的な
根拠に基づいた適切な薬物治療
の計画を立案できる。

代表的な疾患の病態を理解し、薬
物治療を実施するための基本的事
項を理解する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

５　社会的貢献

【DP】
 医療・福祉にかかわる社会的背
景 を把握し、プライマリケア、
セルフメディケーション支援、在
宅医療等を通じ、地域における
人々の疾病予防、健康回復・維
持・増進と地域の公衆衛生の向上
に貢献する

【CP】
プライマリケア、セルフメディケーション
支援、在宅医療を実施する上での基本的な
知識、技能、態度を修得するため、1 年次
より地域医療（在宅チーム医療教育を含
む）、2年次から衛生薬学、「薬学と社会」
に関する講義と実習を開講する。各学年で
段階的な学修を継続した後、4年次末からの
実務実習において地域での実践的学修を行
う。 これらの評価には、筆記試験、口頭試
験、ポートフォリオ、 レポート、ルーブ
リック等を用い、成長の過程も合わせて評
価する。なお、知識レベルについては学年
末の進級試験や卒業試験により総括的評価
を行う。

地域の保健・医療・福祉にかかわ
る社会的背景を把握し、薬剤師
の役割（プライマリケア、セル
フメ ディケーション支援、在宅
医療等）を実践して、地域住民
の疾病予防、健康回復・維持・
増進と地域の公衆衛生の向上に
貢献できる。

模擬的な環境において、地域の
保健・医療・福祉にかかわる社会
的背景を把握し、薬剤師の役割
（プライマリケア、セルフメ
ディケーション支援、在宅医療
等）をシミュレートできる 。

地域の保健、医療、福祉につい
て、現状と課題を認識し、地域
住民の疾病予防、健康回復・維
持・増進と地域の公衆衛生の向
上における薬剤師の役割と意義
を理解する。

地域の保健、医療、福祉について
現状を理解し、薬剤師に求められ
る資質・能力を認識する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

６　薬学研究と自
己研鑽

【DP】
 ・医療・薬学に関わる研究課題
に取り組む科学的探求心を有す
る。
 • 論理的、批判的な視点から医
療・薬学に関わる問題を発見し、
解決するための方策を提示でき
る。
• 最新の知識や技能、必要な情
報を、国際的視野に立脚して生涯
にわたって獲得する意欲と態度を
有する。

【CP】
基本的な研究手法を修得するために、2年次
から各専門領 域の実習を実施する。3年次
において研究倫理ならびに統 計的手法を学
ぶ科目を開講する。さらに国際的な視野を
持って高度な専門知識、研究手法、そして
科学的根拠に基 づいた問題発見・解決能力
を身につけるため、4～6年次に は薬学研
究 を行う。4年次以降の薬学研究 、実務実
習、演 習は、自学自習を強く促し、省察と
適切なフィードバックに よって生涯にわた
る自己研鑽の土台を作る。学会、学位論 文
発表会などに参加し、卒業後も研鑽を積ん
でいる薬剤師 の活動を知る機会も設ける。
これらの評価には、筆記試験、口頭試験、
実地試験、レ ポート、ルーブリック等を用
い、成長の過程も合わせて評価 する。な
お、薬学研究 については研究成果の発表と
論文 により総括的評価を行う。

・医療・薬学に関わる問題を自
ら発見し、最新の知識や技能、
必要な情報を活用して 論理的、
批判的な視点から解決するための
方策を習慣的に提示する。
・医療現場において、薬剤師の
責務を認識した上で自ら目標を定
め、実施内容を省察し、次の行動
目標へ反映することができる。

・最新の知識や技能、必要な情
報を修得する技能を身につけ 、
与えられた課題における問題点に
対して論理的、批判的な視点か
ら解決するための方策を討議
し、自らの考えとして文章にま
とめることができる。
・模擬的な医療環境において 、
薬剤師の責務を認識し、自ら目標
を定めて実施内容を省察し、次
の行動目標へ反映することがで
きる。

・研究倫理と統計の知識を修得
し、基本的な研究手法と理論を修
得するとともに、提示された課
題について討議・発表する。
・薬剤師の責務を理解し、自ら医
療のプロフェッショナルを目指す
上での目標を考え、自己省察でき
る。

・基本的な研究手法と理論を理
解し、提示された課題について調
べる。
・医療のプロフェッショナルを目
指す学生として、目標を持って学
生生活に取り組み、その行動を自
己省察できる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

7　アイデンティ
ティー

【DP】
 昭和大学の伝統を重んじ、その
名誉を高めるために全力を尽く
す。

【CP】
全学年にわたって実施する４学部連携教育
やアイデンティティー教育により、本学の
伝統や特長を認識し、昭和大学卒業生とし
てのプライドを持って医療に貢献する薬剤
師を養成する。評価は口頭での確認やポー
トフォリオ等を用い、成長の過程も合わせ
て評価する。

医療現場・社会とのかかわり に
おいて、自己省察に基づいた目標
を立て、倫理的に配慮した行動を
常に自ら実践することで建学の
精神（至誠一貫）を体現する 。

模擬的な医療環境において、倫
理的に配慮した行動をとり、建
学の精神（至誠一貫）の観点か
ら自己省察を繰り返し、その実
現に向けて真心をもって全力を尽
くす。

建学の精神（至誠一貫）に基づ
き、自己と他者の違いを理解し、
他学部・他学年とのかかわり 等
における自己目標を立て、その実
現に向けて真心をもって全力を尽
くす。

建学の精神（至誠一貫）を理解
し、友人との関わり等における
自己目標を立て、その実現に向
けて真心をもって全力を尽く
す。
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演
習

実
習

講
義

演
習

医療のプロフェッショナルを目指す学生と
して薬剤師の責務を認識し、責任感と倫理
観を持って行動できる。

医療のプロフェッショナルを目指す学
生としての責任感と倫理観を知り、医
療系学生として相応しい行動ができ
る。

第1学年

【DP】
• 薬剤師としての責務を自覚し、
強い責任感と倫理観を持って、患
者や地域住民に医療を提供でき
る。

【CP】
薬剤師としての責務を認識し、倫理観を醸成する
ための授業科目（医療現場での体験実習を含む）
を1年次から各学年で開講する。特に法規・規範
を理解するための授業科目は2年次から開講す
る。授業で培った責務と倫理観をもって人間性豊
かな医療を実践する態度を身につけるため、4年
次後期から附属病院および薬局において参加・実
践型の実務実習を行う。知識に関する評価は筆
記・口頭試験、態度を加えた評価はポートフォリ
オ、レポート、ルーブリック等を用い、成長過程
も合わせて評価する。

医療現場において、もてる知識を統合
し、学生薬剤師として相応しい責任感
と倫理観をもって患者や医療関係者と
接し、患者や地域住民に医療を提供で
きる。

模擬的な医療環境において、医療のプ
ロフェッショナルを目指す学生として
の責任感と倫理観を持ち、薬剤師とし
ての責務を認識して医療の提供をシ
ミュレートできる。

第2学年 第3学年 第4学年

基礎的4年次終了時卒業時

3 2 1
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4年次終了時卒業時

演
習

・
講
義

【DP】
• 多様な背景を持つ人々と良好な
人間関係を築くことができる。
• 患者や地域住民、医療関係者な
どとの間で、必要な情報の収集・
提供を適切に行うことができる。

講
義

講
義

第1学年

実
習

演
習

資質の到達レベル 4 3 2

【CP】
１年次は寮生活、初年次体験実習（在宅・福祉施
設訪問等 を含む）、学部連携科目などを通して多
様な背景を持つ 人々と良好な人間関係を構築す
る。2年次からは、医療人 として患者・家族、医
療スタッフなどと適切に対応し、情報 の収集・提
供能力を修得するために、コミュニケーション演
習、PBLチュートリアルなどの授業科目において
参加型学修（模擬患者を対象としたロールプレイ
実習を含む）を行う。 4年次後期からは、附属病
院の病棟や薬局・在宅で患者や家族との面談・指
導および他学部学生、多職種との連携を実践する
多様な実務実習を行う。 これらの評価は、レポー
ト、ポートフォリオ、ルーブリック等を用い、成
長過程も合わせて評価する。

第5学年

1

学生生活・カリキュラムにおいて多様な
背景を持つ人々との良好な人間関係の構
築を目指し、相手の話を傾聴し、わかり
やすく情報を伝えることができる。

模擬的な医療環境において、患者・家族や
地域住民、医療関係者など多様な背景を持
つ人々との良好な人間関係の構築を目指
し、相手の話を傾聴しながら、必要な情報
の収集・提供を行うことができる。

模擬的な医療環境において、患者・家族や
地域住民、医療関係者など多様な背景を持
つ人々と良好な人間関係を築き、相手の話
を傾聴し共感的理解を示しながら（ナラ
ティブ）、必要な情報の収集・共有・提供
を行うことができる。

医療現場や社会において、患者・家族や
地域住民、医療関係者など多様な背景を
持つ人々と良好な人間関係を築き、相手
の話を傾聴し共感的理解を示しながら
（ナラティブ）、必要な情報の収集・共
有・提供を適切に行うことができる。

第6学年

実
習

実
習

演
習

講
義

演
習

実
習

演
習

第２学年 第３学年 第4学年



基礎的

３．患者中心のチーム医療

学年

授業形態
実
習

講
義

実
習

科
目
名

薬
学
へ
の
招
待

地
域
医
療
入
門

ヒ
ュ
ー

マ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
A

ヒ
ュ
ー

マ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
B

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
ズ

チ
ー

ム
医
療
の
基
盤

初
年
次
体
験
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
関
わ
る
法
規
範
Ⅰ

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

生
と
死

診
療
の
流
れ
を
知
る
 
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
関
わ
る
法
規
範
Ⅱ

医
薬
品
情
報
と
患
者
情
報

社
会
保
障
制
度
と
医
療
経
済

薬
剤
師
の
使
命

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

調
剤
・
患
者
対
応
入
門
 
実
習

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 
実
習

個
別
化
医
療

地
域
医
療
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア

放
射
性
医
薬
品
の
利
用
と
管
理

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
 
P
B
L
 
Ⅲ
 
・

 
在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
 
Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

実
務
実
習
事
前
学
修

病
院
実
習
1

症
候
と
疾
患
推
測

臨
床
心
理
学
の
活
用

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
事
象

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

学
部
連
携
病
棟
実
習

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 3 4 4

演
習

・
講
義

第1学年

講
義

演
習

講
義

4年次終了時卒業時

第２学年 第３学年 第4学年

医療現場において、多職種と連携・協
力しながら患者に関わる情報を共有
し、薬剤師の専門性を発揮して、患者
中心のチーム医療を実践できる。

模擬的な医療環境において、他学部の学生
と連携・協力しながら患者に関わる情報を
共有し、薬剤師の専門性を発揮して、患者
中心のチーム医療をシミュレートできる。

学生生活・カリキュラムにおいて、他学部
の学生と連携・協力した上で、医療を共に
担う多職種の職能を理解し、グループワー
クにおいては患者に関わる情報を共有し、
薬剤師の専門性を意識しながらチーム医療
をシミュレートできる。

第5学年 第6学年

【DP】
• 医療を共に担う多職種の職能を相
互に理解・尊重し、患者に関わる情
報を共有できる。
• 多職種と連携・協力しながら薬剤
師の専門性を発揮し、患者中心の医
療を実践できる。

【CP】
体系的な学部連携カリキュラムを全学年で構築す
る。１年 次はチーム医療の基本を理解し、学生間
の連携・協力の基盤を身に付けるために、寮生活
のもと、多様な学部連携科目を開講する。２～４
年次は、多職種間の相互理解と連携・ 協力をもと
に、チーム医療を実施するシミュレーションとし
て、累進的に構成された学部連携PBLチュートリ
アルを各学年で開講する。4年次末～6年次には、
患者中心のチー ム医療を、医療現場で実践する能
力を身に付けるため、附属病院・地域での実務実
習・学部連携実習を行う。 チーム医療に求められ
る知識、技能、態度の評価はポートフォリオ、レ
ポート、ルーブリック等を用い、成長の過程も合
わせて評価する。

実
習

学生生活・カリキュラムにおいて、医療
を共に担う多職種の職能を知り、他学部
の学生と連携・協力できる。。

4 3 2 1

演
習

演
習

実
習

講
義

演
習

実
習

実
習

資質の到達レベル



基礎的

４　専門的実践能力

学年

授業形態
演
習

科
目
名

漢
方
薬
に
な
る
動
植
鉱
物

薬
学
へ
の
招
待

物
理
の
基
礎

熱
力
学
・
化
学
平
衡
概
論

化
学
の
基
礎

有
機
化
合
物
の
構
造
と
性
質

生
命
活
動
を
担
う
分
子
（

生
命
の
基
本
単
位
）

生
命
活
動
を
担
う
分
子
（

細
胞
構
成
因
子
）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
数
学

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

(

総
論

)

薬
学
演
習

基
礎
サ
イ
エ
ン
ス
実
習

薬
用
植
物
・
生
薬
演
習

物
質
の
状
態
と
変
化

有
機
化
合
物
の
反
応

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

物
質
輸
送
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
生

)

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（

神
経
・
感
覚
器
・
皮
膚
・
泌
尿
器
・
消
化
器

)

化
学
平
衡

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（

循
環
器
・
血
液
・
内
分
泌
・
生
殖
器
・
遺
伝

)

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

代
謝
と
そ
の
調
節
）

薬
の
作
用
と
生
体
内
運
命

物
質
の
構
造

医
薬
品
の
検
出
と
定
量

官
能
基
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

細
胞
の
構
造
、

機
能
と
情
報
伝
達

)

生
体
防
御
反
応
を
担
う
組
織
、

細
胞
、

分
子

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅰ

薬
の
効
き
方

生
理
か
ら
病
態
へ
 
演
習

薬
学
基
礎
か
ら
薬
物
治
療
へ
　
　
　
演
習

物
質
の
性
質
・
 
分
析
・
製
剤
化
と
製
剤
試
験
法

医
薬
品
の
化
学
 
実
習

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能
 
実
習

診
療
の
流
れ
を
知
る
 
実
習

生
命
体
の
成
り
立
ち
 
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅱ

溶
液
の
性
質

生
体
分
子
の
化
学

薬
物
の
体
内
動
態

生
体
防
御
反
応
の
応
用
と
制
御

臨
床
で
用
い
る
分
析
技
術

処
方

箋

と

調

剤

製
剤
の
性
質

製
剤
設
計

機
器
分
析

医
薬
品
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

ゲ
ノ
ム
情
報
と
バ
イ
オ
医
薬
品

)

薬
物
動
態
の
解
析

製
剤
化
と
製
剤
試
験
法
　
実
習

調
剤
・
患
者
対
応
入
門
 
実
習

薬
の
効
く
プ
ロ
セ
ス
　
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

学年

授業形態
演
習

科
目
名

薬
と
な
る
化
合
物
の
構
造
と
性
質

日
常
生
活
と
健
康

薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム

個
別
化
医
療

薬
毒
物
と
中
毒

放
射
性
医
薬
品
の
利
用
と
管
理

輸
液
と
栄
養

実
務
と
基
礎
の
複
合
演
習

実
務
実
習
事
前
学
修

病
院
実
習
1

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

応
用
薬
学
演
習

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

学
部
連
携
病
棟
実
習

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

応
用
薬
学
演
習

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

2 2 2 2 2 2 3 2 3 4 3 3 4 4 4 4 3 3 4 4

講
義

実
習

講
義

演
習

実
習

講
義

講
義

実
習

第４学年

演
習

実
習

第５学年 第６学年

実
習

実
習

第３学年第1学年

卒業時 4年次終了時

【DP】
４－１　医薬品の調製、管理、供
給•医薬品の多様な特性と法的規
制を理解し、医薬品の調製、管
理、供給を適切に実施できる

【CP】
医薬品の多様な特性を理解するために、1年次よ
り薬学の基礎知識を学び、学年進行に応じて医療
への応用が修得できるよう、体系的かつ段階的に
講義・演習・実習を構築する。医薬品に関わる法
規制を理解するための科目は2年次より、医療現
場で医薬品の調製、管理、供給を適切に実践する
ために必要な知識、技能、態度を修得するための
講義と実習は3年次より開講する。これらの授業
で身につけた能力を薬学共用試験（CBT,OSCE）
で評価したのち、4年次末から附属病院と薬局で
実務実習を行う。 これらの評価には、筆記試験、
口頭試験、レポート、ポートフォリオ、ルーブ
リック等を用い、成長の過程も合わせて評価す
る。なお、知識レベルについては学年末の進級試
験や卒業試験により総括的評価を行う。

医薬品の多様な特性と法的規制を理解
したうえで、医療現場において医薬品
の調製、管理、供給を適切に実施でき
る。

医薬品の多様な特性と法的規制を理解
したうえで、模擬的な医療環境におい
て医薬品の調製、管理、供給をシミュ
レートできる。

医薬品・化学物質の多様な特性と生体
との相互作用を理解し、代表的な医薬
品を法的規制のもとに適切に取り扱う
ことができる。

医薬品・化学物質の代表的な特性や生
体に関する基本的事項を理解する。

資質の到達レベル 4 3 2 1

第２学年



基礎的

４　専門的実践能力

学年

授業形態
実
習

講
義

科
目
名

薬
学
へ
の
招
待

化
学
の
基
礎

有
機
化
合
物
の
構
造
と
性
質

生
命
活
動
を
担
う
分
子
（

生
命
の
基
本
単
位
）

物
理
の
基
礎

熱
力
学
・
化
学
平
衡
概
論

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（

神
経
・
骨
格
・
筋
・
消
化
器
）

生
物
統
計

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
数
学

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

(

総
論

)

基
礎
サ
イ
エ
ン
ス
実
習

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

物
質
輸
送
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
生

)

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（

神
経
・
感
覚
器
・
皮
膚
・
泌
尿
器
・
消
化
器

)

化
学
平
衡

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

(

循
環
器
・
血
液
・
内
分
泌
・
生
殖
器
・
遺
伝
）

薬
の
宝
庫
と
し
て
の
天
然
物

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

代
謝
と
そ
の
調
節
）

薬
の
作
用
と
生
体
内
運
命

微
生
物
と
感
染
症

医
薬
品
の
検
出
と
定
量

官
能
基
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

細
胞
の
構
造
、

機
能
と
情
報
伝
達

)

生
体
防
御
反
応
を
担
う
組
織
、

細
胞
、

分
子

薬
と
疾
病
（

悪
性
腫
瘍
）

薬
と
疾
病
（

感
染
症
）

薬
の
効
き
方

生
理
か
ら
病
態
へ
 
演
習

薬
学
基
礎
か
ら
薬
物
治
療
へ
　
　
　
演
習

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能
 
実
習

診
療
の
流
れ
を
知
る
 
実
習

生
命
体
の
成
り
立
ち
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅱ

生
体
分
子
の
化
学

薬
物
の
体
内
動
態

生
体
防
御
反
応
の
応
用
と
制
御

薬
と
疾
病

(

神
経
・
精
神
系
疾
患

)

薬
と
疾
病
（

呼
吸
器
系
疾
患
）

薬
と
疾
病

(

消
化
器
系
疾
患

)

臨
床
で
用
い
る
分
析
技
術

処
方

箋

と

調

剤

医
薬
品
情
報
と
患
者
情
報

製
剤
設
計

機
器
分
析

医
薬
品
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

（

ゲ
ノ
ム
情
報
と
バ
イ
オ
医
薬
品
）

医
薬
品
・
化
学
物
質
の
代
謝
反
応

薬
物
動
態
の
解
析

栄
養
と
健
康

薬
と
疾
病
（

循
環
器
系
疾
患
）

薬
と
疾
病
（

代
謝
系
・
内
分
泌
系
疾
患
）

薬
と
疾
病

(

泌
尿
器
系
・
生
殖
器
系
疾
患

)

薬
と
疾
病

(

免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患

)

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 
実
習

薬
の
効
く
プ
ロ
セ
ス
 
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2

学年

授業形態
演
習

科
目
名

薬
と
な
る
化
合
物
の
構
造
と
性
質

分
子
・
細
胞
か
ら
生
理
・
病
態
へ

漢
方
医
学
の
実
践

薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム

薬
と
疾
病

(

眼
・
耳
鼻
咽
喉
・
骨
関
節
疾
患

)

薬
と
疾
病

(

血
液
・
小
児
・
皮
膚
疾
患

)

個
別
化
医
療

薬
毒
物
と
中
毒

放
射
性
医
薬
品
の
利
用
と
管
理

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
 
P
B
L
 
Ⅲ
 
・

 
在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
 
Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

輸
液
と
栄
養

実
務
と
基
礎
の
複
合
演
習

実
務
実
習
事
前
学
修

病
院
実
習
1

症
候
と
疾
患
推
測

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

医
薬
品
評
価
と
開
発

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
事
象

応
用
薬
学
演
習

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

学
部
連
携
病
棟
実
習

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

応
用
薬
学
演
習

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

資質の到達レベル
(学年の目安）

2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 3 2 3 4 3 3 3 3 3 4 4 4 4 3 3 4 4

実
習

第1学年

講
義

講
義

講
義

第２学年

演
習

実
習

第５学年 第６学年

実
習

実習
演
習

実
習

第4学年

卒業時 4年次終了時

資質の到達レベル 4 3

医療現場において、患者・家族の心
理・社会的な背景に配慮しつつ、病態
を把握したうえで、科学的な根拠を
もった安心・安全な薬物治療を評価・
計画・実践できる。

【CP】
薬物治療に必要な基本的知識を修得する科目は主
として1～3年次に開講し、4～6年次には科学的
な根拠に基づいた思考力や判断力、薬物治療の実
践力を涵養するための授業科目を配置する。2年
～4年次の「薬と疾病」、「PBL チュートリア
ル」では、医薬品の特性と科学的根拠に基づいた
安心・安全な薬物治療を実践する能力の基盤を作
る。4年次以降の実務実習（附属病院17週間、薬
局11週間）では患者・家族の心理・社会的な背景
を把握した上で薬物治療を実践するための学修を
行い、5年次からのクリニカルクラークシップで
は主体的に実践する。臨床における問題発見・解
決能力を醸成するために、自己主導型学修をサ
ポートし、省察と適切なフィードバックによって
継続的な成長を促す。 これらの評価には、筆記試
験、口頭試験、ポートフォリオ、 レポート、ルー
ブリック等を用い、成長の過程も合わせて評価す
る。なお、知識レベルについては学年末の進級試
験や卒業試験により総括的評価を行う。

演
習

演
習

【DP】
４－２　薬物治療の計画・実践・
評価 • 患者の病態とともに患者・
家族の 心理・社会的な背景を把握
した上で、科学的な根拠と医薬品
の特性に基づいて、安心・安全な
薬物治療を実践できる。

2 1

第３学年

代表的な疾患の病態を理解し、薬物治
療を実施するための基本的事項を理解
する。

与えられた模擬の患者情報に基づい
て、病態を把握し、科学的な根拠に基
づいた適切な薬物治療の計画を立案で
きる。

模擬的な医療環境において、患者・家
族の心理・社会的な背景に配慮しつ
つ、病態を把握したうえで、科学的な
根拠をもった安心・安全な薬物治療の
評価および計画をシミュレートでき
る。



基礎的

５　社会的貢献

学年

授業形態
演
習
・

講
義

実
習

演
習

実
習

実
習

科
目
名

漢
方
薬
に
な
る
動
植
鉱
物

薬
学
へ
の
招
待

地
域
医
療
入
門

チ
ー

ム
医
療
の
基
盤

初
年
次
体
験
実
習

個
人
・
集
団
・
社
会
と
健
康

微
生
物
と
感
染
症

生
活
環
境
と
健
康

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅰ

在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

診
療
の
流
れ
を
知
る
 

実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅱ

製
剤
設
計

栄
養
と
健
康

医
薬
品
化
学
物
質
の
代
謝
反
応

社
会
保
障
制
度
と
医
療
経
済

薬
剤
師
の
使
命

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

健
康
と
環
境
 
 

実
習

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 

実
習

漢
方
医
学
の
実
践

日
常
生
活
と
健
康

個
別
化
医
療

地
域
医
療
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア

薬
毒
物
と
中
毒

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
 
P
B
L
Ⅲ
・

 
在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅲ

輸
液
と
栄
養

実
務
実
習
事
前
学
修

症
候
と
疾
患
推
測

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
事
象

医
薬
品
の
評
価
と
開
発

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

学
部
連
携
病
棟
実
習

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 3 4

講
義

第1学年

【DP】
 医療・福祉にかかわる社会的背景
を把握し、プライマリケア、セル
フメディケーション支援、在宅医
療等を通じ、地域における人々の
疾病予防、健康回復・維持・増進
と地域の公衆衛生の向上に貢献す
る

講
義

卒業時

第２学年 第３学年 第4学年

講
義

演
習

実
習

4年次終了時

地域の保健・医療・福祉にかかわる社
会的背景を把握し、薬剤師の役割（プ
ライマリケア、セルフメ ディケーショ
ン支援、在宅医療等）を実践して、地
域住民の疾病予防、健康回復・維持・
増進と地域の公衆衛生の向上に貢献で
きる。

資質の到達レベル 4 3 2 1

【CP】
プライマリケア、セルフメディケーション支援、
在宅医療を実施する上での基本的な知識、技能、
態度を修得するため、1 年次より地域医療（在宅
チーム医療教育を含む）、2年次から衛生薬学、
「薬学と社会」に関する講義と実習を開講する。
各学年で段階的な学修を継続した後、4年次末か
らの 実務実習において地域での実践的学修を行
う。 これらの評価には、筆記試験、口頭試験、
ポートフォリオ、 レポート、ルーブリック等を用
い、成長の過程も合わせて評価する。なお、知識
レベルについては学年末の進級試験や卒業試験に
より総括的評価を行う。

地域の保健、医療、福祉について現状
を理解し、薬剤師に求められる資質・
能力を認識する。

地域の保健、医療、福祉について、現
状と課題を認識し、地域住民の疾病予
防、健康回復・維持・増進と地域の公
衆衛生の向上における薬剤師の役割と
意義を理解する。

模擬的な環境において、地域の保健・
医療・福祉にかかわる社会的背景を把
握し、薬剤師の役割（プライマリケ
ア、セルフメ ディケーション支援、在
宅医療等）をシミュレートできる。

第5学年 第6学年

実
習

実習
講
義

演
習

演
習



基礎的

６　薬学研究と自己研鑽

学年

授業形態
実
習

講
義

実
習

演
習

科
目
名

生
物
統
計

薬
学
へ
の
招
待

基
礎
サ
イ
エ
ン
ス
実
習

個
人
・
集
団
・
社
会
と
健
康

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

生
と
死
　
演
習

学
修
技
法
と
ス
テ
ュ
ー

デ
ン
ト
デ
ペ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト

生
理
か
ら
病
態
へ
 

演
習

物
質
の
性
質
・
 

分
析
・
製
剤
化
と
製
剤
試
験
法

医
薬
品
の
化
学
 

実
習

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能
 

実
習

生
命
体
の
成
り
立
ち
 

実
習

薬
学
英
語
1

薬
学
英
語
2

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

研
究
倫
理
と
統
計
 

演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

健
康
と
環
境
 

実
習

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
 
P
B
L
Ⅲ
・

在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

病
院
実
習
1

薬
学
研
究
 

入
門

キ
ャ

リ
ア
教
育

臨
床
心
理
学
の
活
用

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

海
外
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
を
知
る

学
部
連
携
病
棟
実
習

ア
ド
バ
ン
ス
ド
薬
学
英
語

薬
学
研
究
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 3 2 3 2 3 2 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 3 4 3 4

第1学年

講
義

卒業時 4年次終了時

実
習

演
習

資質の到達レベル

演
習

実
習

演
習

第4学年

【DP】
 ・医療・薬学に関わる研究課題に
取り組む科学的探求心を有する。
 • 論理的、批判的な視点から医
療・薬学に関わる問題を発見し、
解決するための方策を提示でき
る。
• 最新の知識や技能、必要な情報
を、国際的視野に立脚して生涯に
わたって獲得する意欲と態度を有
する。

講
義

第２学年

演
習

第5学年 第６学年

実
習

実
習

【CP】
基本的な研究手法を修得するために、2年次から
各専門領 域の実習を実施する。3年次において研
究倫理ならびに統 計的手法を学ぶ科目を開講す
る。さらに国際的な視野を 持って高度な専門知
識、研究手法、そして科学的根拠に基 づいた問題
発見・解決能力を身につけるため、4～6年次に
は薬学研究 を行う。4年次以降の薬学研究 、実務
実習、演 習は、自学自習を強く促し、省察と適切
なフィードバックに よって生涯にわたる自己研鑽
の土台を作る。学会、学位論 文発表会などに参加
し、卒業後も研鑽を積んでいる薬剤師 の活動を知
る機会も設ける。 これらの評価には、筆記試験、
口頭試験、実地試験、レ ポート、ルーブリック等
を用い、成長の過程も合わせて評価 する。なお、
薬学研究 については研究成果の発表と論文 によ
り総括的評価を行う。

・医療・薬学に関わる問題を自ら発見
し、最新の知識や技能、必要な情報を
活用して 論理的、批判的な視点から解
決するための方策を習慣的に提示す
る。
・医療現場において、薬剤師の責務を
認識した上で自ら目標を定め、実施内
容を省察し、次の行動目標へ反映する
ことができる。

・最新の知識や技能、必要な情報を修
得する技能を身につけ、与えられた課
題における問題点に対して論理的、批
判的な視点から解決するための方策を
討議し、自らの考えとして文章にまと
めることができる。
・模擬的な医療環境において、薬剤師
の責務を認識し、自ら目標を定めて実
施内容を省察し、次の行動目標へ反映
することができる。

・研究倫理と統計の知識を修得し、基
本的な研究手法と理論を修得するとと
もに、提示された課題について討議・
発表する。
・薬剤師の責務を理解し、自ら医療の
プロフェッショナルを目指す上での目
標を考え、自己省察できる。

第３学年

14 3 2

・基本的な研究手法と理論を理解し、提示
された課題について調べる。
・医療のプロフェッショナルを目指す学生
として、目標を持って学生生活に取り組
み、その行動を自己省察できる。



卒業時 4年次終了時 基礎的

7　アイデンティティー

学年

授業形態
実
習

科
目
名

地
域
医
療
入
門

薬
学
へ
の
招
待

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
ズ

チ
ー

ム
医
療
の
基
盤

初
年
次
体
験
実
習

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
修
技
法
と
ス
テ
ュ
ー

デ
ン
ト
デ
ペ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト

在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

薬
剤
師
の
使
命

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

学
部
連
携
チ
ー

ム
医
療
 
P
B
L
Ⅲ
・

在
宅
チ
ー

ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅲ

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
 
3
 

(

が
ん
疾
患

)

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

実
務
実
習
事
前
学
修

病
院
実
習
１

臨
床
心
理
学
の
活
用

キ
ャ

リ
ア
教
育

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
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【DP】
 昭和大学の伝統を重んじ、その名
誉を高めるために全力を尽くす。
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資質の到達レベル 4 3 2 1

建学の精神（至誠一貫）を理解し、友
人との関わり等における自己目標を立
て、その実現に向けて真心をもって全
力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）に基づき、自
己と他者の違いを理解し、他学部・他
学年とのかかわり等における自己目標
を立て、その実現に向けて真心をもっ
て全力を尽くす。

模擬的な医療環境において、倫理的に
配慮した行動をとり、建学の精神（至
誠一貫）の観点から自己省察を繰り返
し、その実現に向けて真心をもって全
力を尽くす。

医療現場・社会とのかかわりにおいて、自
己省察に基づいた目標を立て、倫理的に配
慮した行動を常に自ら実践することで建学
の精神（至誠一貫）を体現する。

【CP】
全学年にわたって実施する４学部連携教育
やアイデンティティー教育により、本学の
伝統や特長を認識し、昭和大学卒業生とし
てのプライドを持って医療に貢献する薬剤
師を養成する。評価は口頭での確認やポー
トフォリオ等を用い、成長の過程も合わせ
て評価する。
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